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Windows Vista、 7、8、8.1 のユーザーアカウント制御に
関する問題点

Windows Vista、7，8，8.1は標準でユーザーアカウント制御がかかっている
ため、Cドライブの Programs Filesフォルダー内にアクセスすることができ
ない。したがって Rのパッケージをインストールする際にも Programs Files
フォルダー内に存在する Rのフォルダーにはインストールできないし（ド
キュメントフォルダーにインストールされる）、また、データを保存する際に
も Programs Filesフォルダー内のフォルダーには保存できない。
この問題を解消するには Rあるいは EZRの起動時にショートカットを右ク
リックして「管理者として実行」を選択するとよい。Windowsの

【コントロールパネル】

→【ユーザーアカウントと家族のための安全設定】

→【ユーザーアカウント】

→【 ユーザーアカウント制御の有効化または無効化】（あるいは【ユーザー

アカウント制御設定の変更】）

として、制御を無効化することも可能であるが、起動の都度「管理者として実
行」を選択する方法のほうが安全である。また、ショートカットのプロパティ
で「管理者として実行する」を指定しておけば毎回自動的に管理者として実行
される。

EZRの構成要素とインストール方法の概要

EZRは統計ソフトの Rと、Rの機能を拡張するためのいくつかのパッケー
ジから構成されている。Rはフリーの統計ソフトで、様々なパッケージを導入
することによって多彩な統計解析を可能にしている。しかし、S言語に基づく
スクリプトを入力して解析する必要があるため、様々な解析のためのコマンド
を習得する必要がある。そこで、マウス操作だけで統計解析を実施できるよう
にするためのパッケージとして Rコマンダーが開発された。ただ、Rコマン
ダーに標準で組み込まれている統計解析の種類は限定されていた。そこで、R

コマンダーのカスタマイズ機能を利用して、多彩な統計解析機能を組み込んだ
統計ソフトが EZRである。
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第2章 EZR のインストール
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に現れる。このセットアッププログラムでは、32 ビット版と 64 ビット版の両
方の EZRがインストールされ、それぞれのショートカットが作成されるが、
32ビットのWindowsを使用している場合は 64ビット版の EZRを起動するこ
とはできない。ただし、極端に大きなデータファイルを扱うのでなければ 32
ビット版でも全く問題はない。
このショートカットをダブルクリックすれば EZRが起動する。図の 2つの

ウィンドウが現れるが、実際のマウスでの解析操作は Rコマンダーのウィン
ドウで行う。
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Rのウィンドウ

スクリプトで解析する場合はここにスクリプトを入力する。
EZRだけを用いる場合はこのウィンドウは使用しない。

最初にRのバージョンが表示される。

EZRのバージョンが表示される。

Rのライセンスに関する説明

EZRのライセンスに関する説明

デスクトップに現れるEZRのショートカット
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デスクトップの EZRのショートカットを右クリックしてプロパティを開き、
ショートカットのタブをクリックすると図のようになっているはずである。

EZR（Rコマンダー）のウィンドウ

解析対象にするデータ
セットを指定する。

解析対象のデータセットを
編集、表示、保存するボタン

解析を実行するとスクリプトが自動的に作成されて
スクリプトウィンドウに表示される。自分でスクリ
プトを書き込むことも可能である。実行させたいス
クリプトをマウスでドラッグして選択して右下の
「実行」ボタンを押せば実行できる。

解析結果が表示される。「ファイル」→「出力を名前を付
けて保存する」で保存することもできる。

解析で作成したモデルを選択
し、さらに次の解析に用いる
ことができるが EZR では使
用しない。

実行した命令に対するメッセージが表示される。エラーが生じ
た場合もこのウィンドウにエラーメッセージが表示される。
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